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 論 文 名：Development and validation of a risk score for the prediction of cardiovascular disease 

in living donor kidney transplant recipients 

     （生体腎移植レシピエントにおける心血管病発症予測モデルの作成と妥当性の検証） 

 

 

 区  分：甲 

 

 

論 文 内 容 の 要 旨 

 

 背景：心血管病（CVD）は腎移植レシピエントの主要な死因である．簡便で精度の高い CVD

リスクの予測方法の確立は，腎移植レシピエントの長期生命予後を改善するために重要で

ある． 

方法：2006 年 1 月から 2012 年 12 月までに九州大学病院で生体腎移植を施行された 331

例の腎移植レシピエントを導出コホートとした．Cox 比例ハザード回帰モデルを用いて後ろ

向きに解析し，CVD 発症予測モデルとリスクスコアを作成した．c統計量と Hosmer-Lemeshow

検定による判別能と較正を検証した．東京女子医科大学病院で生体腎移植を施行された 300

例を検証コホートとして，導出コホートと同様の統計手法を用いて外的妥当性を評価した． 

結果：導出コホートでは観察期間に 28 例（8.5%）が CVD を発症した．移植 12 カ月後のレ

シピエント年齢，CVD 既往，糖尿病性腎症，透析歴，血清アルブミン濃度，尿蛋白が CVD 発

症の重要な予測因子として抽出された．整数によるリスクスコアを作成し，その判別能（c

統計量 0.88）と較正（Hosmer-Lemeshow 検定 p = 0.18）は良好であった．検証コホートで

リスクスコアを適用し，同様の解析を行ったところ，判別能（c統計量 0.77）と較正（Hosmer-

Lemeshow 検定 p = 0.15）は良好であり，外的妥当性が示された． 

結論：当院の腎移植コホートを用いて作成された簡便な生体腎移植レシピエントの CVD リ

スクスコアの有用性が示された． 

 

 


